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富津市における収支状況の推移

千葉大学 大塚 成男

◆ 資金収支計算書の手法を用いた分析

業務活動： 日常的な行政サービスを提供するための活動

収入： 地方税、地方交付金、使用料、手数料 等

支出： 人件費、扶助費、物件費 等

投資活動： 社会資本（施設、設備、インフラ）を整備するための活動

収入： 国庫支出金、都道府県支出金 （補助金）

支出： 普通建設事業費

財務活動： 外部からの資金調達（やり繰り、将来の負担）

収入： 地方債収入、繰入金

支出： 公債費、投資・出資金・貸付金、積立金

※ 一般的には、業務活動の支出が業務活動の収入で賄われており、業務活動において収入

が支出を上回る部分が投資活動に振り向けられていることが望ましい。

※ 社会資本の整備を将来世代の負担で行う場合に、財務活動の収支は黒字になる。財務活

動の赤字は、将来世代の負担が軽減されていることを意味する。

↓

【富津市】

・業務活動における支出が収入を上回る状況が続いている。

・業務活動の収入が大きく減っているわけではないが、支出が増加する傾向がある。

・投資活動の支出が減っている（建設事業の抑制）。そのため投資活動の収支が黒字になる

状況が続いている。

・財務活動の規模は大きく増加しているわけではないが、黒字（負担増）が続いている。

資料３
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《それぞれの収支の内訳》（単位：千円）
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【参考資料】 夕張市における収支の推移


